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1 ．ローカルのインデックスデー
タフォルダは共有フォルダーと
してシェアする。
2 ．　ファイルサーバにある資料
フォルダをネットワークドライバ
にマッピングする。

検索対象となる資料のローカ
ルフォルダは共有フォルダー
としてシェアする。

1 ．　ファイルサーバにある資
料フォルダをネットワークドラ
イバにマッピングする。（全文
検索くんエージェントと同じド
ライバ番号）
2 ．全文検索くんエージェント
版にあるインデックスデータ
フォルダをネットワークドライ
ブにマッピングする。

1 ．　ファイルサーバにある資料
フォルダをネットワークドライバ
にマッピングする。（全文検索く
んエージェントと同じドライバ番
号）
2 ．全文検索くんエージェント版
にあるインデックスデータフォル
ダをネットワークドライブにマッ
ピングする。

1 ．　ファイルサーバにある資料
フォルダをネットワークドライバ
にマッピングする。（全文検索く
んエージェントと同じドライバ番
号）
2 ．全文検索くんエージェント版
にあるインデックスデータフォル
ダをネットワークドライブにマッピ
ングする。

1 ．全文検索くんエージェント版がイン
ストールしてあるマシンは【全文検索く
んエージェント】と呼んでいる。
２．全文検索くんクライアント版がイン
ストールしてあるサーバは【全文検索く
んクライアント】と呼んている。
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